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やまのうち通信
↑インスタグラム

QR コード 

↑フェイスブック
QR コード 

山内自治振興センター 

庄原市山内町 813－4 
℡・FAX（0824）74－0451 
✉yamanouchi.jichi@gmail.com 令和 6 年 3 月 20 日 

投稿写真 

2月 18日（日）に山

内地区子ども会育成

連合会の催しとして、

山内小学校の小学生

親子を中心としたボ

ウリング大会を伍楽

荘ボウルで開催しま

した。コロナ禍を経て

数年ぶりに集まる機

会を得ることができ

ました。 

親子ボウリング大会を行いました！ 

約 70 名を超える方に参加いただきま

した。初めてボウリングをするお子さ

ん、久しぶりにプレイする親御さん、そ

れぞれに楽しい時間を過ごすことがで

きました。 

山内地区子ども会育成連合会 

やまのうち通信が今年度もコンクールで１位になりました！ 
令和 6 年 1 月に各自治振興区（21 自治振興区が参加）の広報誌の内容や、伝

え方、表現方法、写真などを審査し、評価するコンクールが行われました。 

 このコンクールは庄原市自治振興区連合会が昨年度から行っており、やまのう

ち通信は 2年連続で１位に輝きました。 

  

 

 これは地域の皆さん方の

積極的な投稿写真なども大

きな要素となっています。 

今後ともやまのうち通信

の更なる充実にご協力くだ

さい。よろしくお願いいたし

ます。 
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みんなつながる地域交流会 「写真で見る山内」を発表 
 

当日は、山内郷土史研究会の曽根淳治会長が冊子の作成目的、作成過程、事業内容、効果、今後の活用な

どについて発表しました。 

令和６年３月９日午前１０時から総領自治振興セ

ンターにおいて「みんなつながる地域交流会」が開

催され、山内自治振興区では令和４年度に活動促進

補助金で取り組んだ「写真で見る山内」の冊子づく

りについて発表しました。 

 この写真集は令和４年度に山内自治振興区内の各

戸にすでに配布し、住民の方々にはすでに覧いただ

いておりますが、山内自治振興区内の昔の写真を、

米つくり、駅、農協、学校、商店、祭り等々の分野

別に分け、掲載したものです。 曽根淳治会長の発表の様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆香典返し 

山内町 長島泰彦様（故 治彦様） 

山内町 國近浩二様（故 キヨミ様） 

高茂町 藤田秀樹様（故 輝雄様） 

 

おくりもの 
 

2/16～3/14 

 

山内地区社会福祉協議会 

ご芳志ありがとうございました。ご趣旨を大切に

地域の社会福祉増進及び地域振興の資金として，活

用させていただきます。 

おたがいさまネット 

地域マネージャー 三上智道 

３月環境パトロール隊 
右
か
ら
，
小
林
達
浩
さ
ん
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三
武
士
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令和６年度戦没者慰霊祭開催案内 

４月予定 

日吉神社の境内にある「護国神社」には、山内

地区から出征し、戦場で命を落とされた方々194

名が祀られています。 

山内自治振興区では、その方々のご冥福をお祈

りする慰霊祭を毎年 4月 5日に行っています。 

日時：令和 6年 4月 5日(金)10時開式   

 場所：山内護国神社（日吉神社境内） 

ご参加は平服でお願いします 

先月、当地区において一人暮らし高齢者の孤独死が発生しました。訪問された一人暮らし

高齢者等巡回相談員の方が声をかけても返事がないので不審に思い，自治会長に連絡して

二人で対応, 救急車を呼んで死亡が確認されたと聞いています。諸般の状況から推測し

て 2 日以内の発見とのことですが，適切な対応をされたと思います。 

 高齢化・核家族化という社会状況の中で，孤独死は増加しています。外から見え

にくい屋内のことなので，発見が遅れることもありますが、少しでも早く気づいて

あげたいものです。当地区では平成 23 年より，その為の仕組みを「おたがいさま

ネット」として立ち上げ，自治会ごとに見守り活動に取り組んで頂いています。この

間数件の孤独死事例がありましたが，いずれも比較的早い発見につながっていま

す。異変に気づいた方は，ディサ－ビスで迎えの施設職員さん，牛乳販売員さん， 

 

一方「孤独死」とよく似た言葉で「孤立死」があります。「-孤立死とは家族や近隣住

民との関わりが希薄で、社会から孤立した状態で誰にも看取られることなく亡くな

ること」と説明されています。関わりが希薄なことで発見も遅れて，数週間あるい

は数ヶ月かかった事例も報告されています。これを防ぐには高齢になっても閉じこ

もらず，地域にあって顔の見える，声の聞こえる存在であることが求められていま

す。孤立する事なく，お互いに気を掛け合い安心して暮らせる地域づくりを目指しま

しょう。 

 

プロパン事業者さん，近隣住民など様々ですが，見守りは地域住民に加えて，より多くの人の目が必要であるこ

とが，改めて判りました。 

 

「おたがいを見守りましょう」 
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5日  戦没者慰霊祭 

9日 ふれあい給食 

9・10日 振興区会計監査 

20日 自治会長会 

23日 ふれあい給食 

26日 自治振興区総会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康マージャン教室 初回開催日が決定しました！ 
 

【開催日時】 令和 6年 4月 17日（水）13時 30分～15時 30分 

【場所】 山内自治振興センター 

【参加資格】 初心者からベテランまで（年齢、性別は問いません） 

【人数】 特に人数制限はもうけません 

【参加費】 メンバーが確定してからメンバーの中で話し合いして決めます 

【申し込み方法】 山内自治振興区 電話（74-0451）へお申し込みください 

申し込み締め切りは令和 6年 4月 12日（金）まで 
 

健康マージャンは、飲まない、吸わない、賭けないが原則です。 

麻雀の基本的なルールやマナー、健康マージャンの特徴などを学びながら、
仲間と楽しく対局しましょう。 

●健康マージャン教室の参加者を募集しています！ 
●指導者（ボランティア）を募集しています！ 

事務局長から辞職のご挨拶    
この度、16年間、山内自治振興区の事務局長として勤務してきましたが、高齢となり辞職させていただく

こととなりました。 

 長年にわたり、地域の方には大変お世話になり心より感謝いたします。 

 平成 17年に自治振興区制度が始まり、平成 19年度までは、山内自治振興区と山内公民館は同じ公民館建

物内にあって、別々の役割をしていましたが、平成 19 年に山内自治振興区が山内公民館のやっていた生涯

学習事業を一緒にやることとなり、建物も公民館から自治振興センターへと名称が変わりました。 

 私は当時公民館長であった山本智洋さんにかわり、平成 18 年 8 月から公民館長として勤務することとな

りました。 

 しかし平成 19年 4月から自治振興センターとなったため、平成 19年 3月、最後の公民館長として仕事を

終え、4月 1日から自治振興区長藤岡辰彦さんの元、事務局長として勤務することとなりました。 

 平成 21年 4月からは市川基矩さんが区長となられ引き続いて事務局長として勤務することとなりました。 

 この間、区長とともに「子どもから高齢者まで安全で安心して住める町」を大きい目標におき、 

1.地域産業の推進 2.高齢者の見守り体制の確立 3.地域の子どもは地域で守り地域で育てる 4.地域環

境の整備 5.伝統文化の継承と創造 6.定住の促進などを具体的に行ってきました。 

 また令和 5年度からは農村 RMO事業に自治振興区も参加し、将来も維持し続けることができる山内地域づ

くりに努力しています。 

 しかし、私自身高齢となり後任の方にすべてを任せることが山内自治振興区のためベストという考えに至

り、この度辞任させていただくことを決意しました。 

 微力ながらではありますが、今後も私のできる範囲で自治振興区に尽力していきたいと思っておりますの

で引き続きよろしくお願いいたします。 

 山内自治振興区事務局長  実安裕美 

 

優勝  垣智加子さん 
準優勝  藤田典久さん 

３位    福山英子さん 

成績発表 

↑写真左から 

藤田典久さん・垣智加子さん・福山英子さん 
↑定例大会参加者の皆さん 

グラウンドゴルフクラブ２月定例大会 
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やまのうち通信
山内自治振興センター 

庄原市山内町 813－4 

℡・FAX（0824）74－0451 

✉yamanouchi.jichi@gmail.com その② 

やまの家実行委員会主催 古民家体験事業 弥生の暮らしごと 
 

第２０回 

道具（竹べら）を 

作る 

 

（お問い合わせ） 

あきやねっと庄原（庄原市庄原市空き家解決専門家ネットワーク 代表理事 

・空き家の相談等の法律相談窓口 ⇒（０８２４）７２－２３１５（司法書士法人広島北部司法事務所） 

 

     「小豆（あずき）ぃ煮る時に竹の皮を入れたら早ょお ぶすなる。」なんて素敵な知恵袋。 

竹の皮が小豆を早く柔らかくしてくれるのだそうです。竹の皮のアルカリ成分に効能があるようですが、昔の人の

言い伝えは語り伝えていきたいものです。タケノコの季節が待ち遠しいですね。さて子どもたち、ウグイスのさえ

ずりを聞きながら燻製作りに欠かせない桜のチップ作りに、炊き立てのもち米と小豆でぼた餅作り、西平さんの

指導のもと石窯の２段目を丁寧に積み上げました。隙間には瓦を入れ込み廃物利用、 耐火モルタルの量の

かさ減らし。こんな知恵が面白い。ゆっくりゆっくり一段一段創りあげられていきます。パンの焼ける日が待ち遠

しいですね。 

ぼた餅を作る 

燻
製
作
り 

２月２０日（火曜日）１８時から山内自治振興センターにおいて、庄原市空き家解決専門家ネットワーク代表

理事 司法書士 飯田一生氏による「相続・遺言・相続登記義務化、空き家を放置するとどうなるの？」につい

てのセミナーが開催されました。ご自身の体験談も事例にされ、相続など権利に関すること、売買や賃貸、管

理のこと、空き家にすることのリスクなど分りやすく 

ご指導頂きました。２８名の皆さんが受講され、またセミナー後、個別に５名の 

方が相談されるなど皆さんの関心の高さを感じました。 

（主な内容として） 

・空き家だけ相続放棄をすることはできない。また、相続放棄をすると、次の順位の相続人へ権利が移り他の

相続人に迷惑がかかる。固定資産税は免れても「管理責任」からは逃れることはできない。 

・「国庫へ帰属」ｏｒ「元（自分）にもどる」 国はいらない。建物は解体しないといけない。 

・令和６年４月１日以降（以前も同様）相続をしたことを知って３年以内に登記をしないと１０万円の過料が科せら

れる。（相続登記義務化：但し、３年間は猶予期間がある。）などなど盛りだくさんのお話をいただけました。 

今後もご相談には応じてくださいますので、お気軽にご連絡ご相談されてみてください。 

         

 

やりたい事にとことん挑戦！！ 

地域マネージャー 藤田典久・寺西玉実 

来
月
は
４
月
２
０
日
（土
） 

山
野
草
の
天
ぷ
ら
で
す
♪ 

 



 
７０歳以上の方へ固定電話をナンバーディスプレイにしましょう 


